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新年明けましておめでとうございます。皆様に

は、2025年の新春を健やかにお迎えのことと、心か

らお慶び申しあげます。クラーク会は 2016 年の創

立から 9年目を迎え、これも皆様のご支援の賜物と

心から感謝しおります。 

さて、当会では昨年 5月の総会で 2024年度事業

計画（中期４ヶ年計画 3年目）を決定しましたが、

お蔭様で一歩一歩計画に沿って進んでいますことを

ご報告いたします。 

(1) 基金募集活動 

主要法人の代表者の方々に当会の顧問就任要請を

行うと共に、2022 年 11月から基金募金活動を開始

しました。一昨年 8月からは基金募集委員会の拠点

を札幌にも設け募金活動を本格化し、沢山の方に募

金リーフレットをお送りしました。 

2024 年 12月 31日現在の募金実績は、法人 81企

業 9,565千円、個人 400名 8,708千円、合計 18,273

千円となり、ご寄付いただいた方々に心から感謝申

し上げます。3月の 2024年度末までに 2千万円の目

標達成を目指します。また、2024年 12月末でクラ

ーク会の顧問に就任いただいた方は 52名になりま

した。募金活動最終年度にあたる 2025年度の募金

額は、「馬上のクラーク博士像」建立の発注内容に

大きな影響を及ぼします。今後とも、顧問の方々の

ご指導いただきながら、目標に向かって役員一丸と

なり努力する所存でございます。 

(2) クラーク精神普及活動 

○ 2024.10.3（木）札幌市時計台ホールで「日本の

民主主義の源流としてのクラーク精神」（藤田正一

北大名誉教授）の講演と男声合唱団「ホクレングリ

ーンコール」によるコンサートを「クラーク博士と

音楽の夕べ」と銘打って開催し、札幌市や北広島市

から参加いただきほぼ満員となりました。参加者の

感想としては、「クラーク博士ゆかりの時計台ホー

ルで講演とコンサートは考え深いものがある。クラ

ーク精神も良く理解した。再度やってほしい。」や

「コンサートの曲目は皆なじみ深く、その時代を想

いだし、懐かしかった。男声合唱の重厚なハーモニ

ーが素晴らしかった。」などでした。 

〇 2024.10.21（月）「小樽の盛衰と炭鉄港」をテ

ーマとして、バスツアーを開催しました。歴史に詳

しい当会秋林理事（農学博士）が企画と案内を担当

し、当日は 34 人が参加しました(ツアーの報告は本

紙 3 ページに掲載してあります)。 

クラーク博士と小樽とは少なからぬ縁があり、年

末に小樽の経済界へ訪問要請したところ，当会の活

動にご理解を賜り、全面的に支援していただけるこ

とになりました。 

末筆ながら、会員の皆様や基金にご協力いただい

た皆様のご健勝とご発展を心よりお祈り致します。 
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Boys,be ambitious！ クラーク会はクラーク博士と中山久蔵翁の業績・精神を普及し、「クラーク博士馬上像」建立を目指しています。 

別れの地、島松沢に「クラーク博士馬上像」建立へ 

～”Boys, be ambitious! Be gentleman ! ”,”Lofty ambition”の真理を探る～ 

“若き心に響け Clarkii Spirit！” 

新年のご挨拶 

認定 NPO法人 クラーク会 理事長 藤田 久雄 




